        社会科単元指導案                          　　　　指導者  川瀬健一
１．分野・単元    田沼か松平か、それが問題だ（江戸時代④）
２．単元目標      （１）諸産業の発展の中で幕府・大名・武士の生活が厳しくなったことをつかむ。
　　　　　　　　　（２）年貢増収と秩序の維持をねらった享保の改革は農民の暮らしを破壊し、社会を混乱に落とし入れ、幕府政治への批判を生んだことをつかむ。

　　　　　　　　　（３）幕政改革の必要がある中で幕府は方針が定まらず混乱した事態になったことをつかみ、どう変えるべきなのかを考える。
３．単元の指導観  江戸時代は250年にも及ぶ平和の中で諸産業が発展し、貨幣経済が社会のあらゆる所に浸透した時代である。そのため武士階級という社会の調整役としての役人としては多すぎる支配階級の存在が、社会の発展には重しとなった時代であった。

　　　　　　　　　年貢の減収と支出増、農村の人口減と都市の急激な人口増に悩んだ幕府は、８代将軍吉宗の時に幕政の抜本的な改革を行った。しかし年貢の増徴と統制の強化はかえって社会の反発を招き、以後幕府政治は混乱して行く。

　　　　　　　　　　すなわち発展する商工業に財政の基盤を移し、開国して積極的な重商主義的経済政策を推進しようとする田沼派と、旧来の農村に財政の基盤を置き、流動する社会を統制の強化で乗り切ろうとする松平派の確執である。
　　　　　　　　　この単元では、幕府の役人であったらどの政策をとるのかを考え討論することを通じて、封建領主としての武士・大名・幕府の存在そのものが問題になっていたことをつかませたい。
４．指導計画

時
課題
生徒の活動

１
幕府財政の逼迫とその背景
１武士の生活難の状況を知り、その原因を考える。

２その背景に年貢収入の減少があったことを知る。

３年貢収入の減少の原因を考え、商品作物栽培に特化した農民が農産物価格の変動で暮らせず村を捨てることが問題の背景であることをつかむ。

２
ごまの油と百姓は絞れば絞るほど出る物なり①（享保の改革①）


１前時の復習（商品作物栽培の普及⇒価格の変動⇒村を捨てる⇒年貢収入の現象⇒幕府財政の窮乏化）

２農村の疲弊・幕府財政の窮乏化にたいして将軍吉宗はどのような対策をとったのかをつかむ。

３この対策の結果を予想する。

３


ごまの油と百姓は絞れば絞るほど出る物なり②（改革の結果と社会の状況）


１享保の改革について復習し、これが成功するのかを検討。

２、享保の改革は一次的に年貢収入の増加をもたらしたが長続きせず、そのご急速に年貢収入は減少したことをつかむ。

３享保の改革以後、農村の貧富の差は広がり、飢饉のたびに激しい一揆がおきたことを知る。

４


幕政批判の噴出
１「国学」や「蘭学」の展開のなかで、「武士はいらない」という批判がでてきたことをつかむ。

２「武士はいらない」と言う批判が出てきた理由について考える。

５


田沼の改革と松平の改革


１田沼の改革と松平の改革の中身をつかむ。

２この二つの改革はどこが違うのかをつかみ、それぞれの改革に対する各自の評価をする。

６
君が幕府の役人ならどの改革案を行うか(1)討論準備
１前時の各自の評価に基づき、それぞれがどの立場に立つのかを決める。

２それぞれの立場を同じくするもの同士でグループをつくり、自分たちの考えと他のグループへの批判をまとめる。

７
君が幕府の役人ならどの改革案を行うか(2)討論
１前時につくった「意見書」をもとにして討論する。

２討論することで、時代の性格と問題点を整理する。

３自分だったらどうするかを討論を参考に考える。

５．評価規準

関心・意欲・態度
社会的な思考・判断
資料活用の技能・表現
知識・理解






社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

田沼か松平か…①「一村一ブランド」

１．本時の目標　　①財政難に悩む幕府や大名の現状を知り、その原因が年貢収入の減少にあったことをつかむ。

　　　　　　　　　②年貢収入の減少の原因を考え、農民が村を捨てる事がその背景にあったことをつかむ。

２．本時の指導観　　江戸時代後半、18世紀ともなると大名や幕府は深刻な財政難におちいり、多額の借金に困っていた。この原因は、根本的には年貢収入の減少があげられる。江戸時代前半の16・17世紀を通じて、農民は発展する商品経済に対応して、その農業生産の中心を「商品作物」の栽培に移行していた。そしてこれは基幹作物である米についても同様で、各地で早稲米などのブランド米が作られ、農民の生活は貨幣経済に完全に組み込まれていた。このため作物の豊凶や投機によって変動する農産物価格によって翻弄され、田畑を捨てて都市に逃げる農民があとをたたなかったのである。本時は年貢収入の減少の原因を考える事を通じて、この問題を捉えさせたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

18世紀ごろの武士の暮らし

年貢収入の減少

まとめ
資料を見て武士の苦しい生活の様をつかむ

自分の考えをノートに書く

各自の考えを発表する

資料を見て

①享保・寛政の改革時を例外とし幕府が得た年貢の総量が減っている。

②石高も同様に減っていることをつかむ。

各自の意見をノートに書く

班で討論する

各班の意見を発表する

ノートのまとめ問題で確認
資料集ｐ107「武士の生活難」を提示

原因の根本は年貢収入の減少にあったことを指摘

資料集ｐ102「幕府財政の悪化」を提示

教科書ｐ128～129（商品作物）の栽培の普及の提示

「作物の値段の変動」を考えさせ豊凶や価格の変動で農民生活が不安定になったことをつかませる

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


   社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

田沼か松平か…②ごまの油と百姓は絞れば絞るほど出るものなり

１．本時の目標　①幕府財政の窮乏化に対して、将軍吉宗が、実際にはどんな対策をとったのかをつかむ。

　　　　　　　　②この対策がうまくいくのかを予想する。

２．本時の指導観　　幕府財政の悪化の原因には①長崎貿易の輸入超過による大幅な赤字と①農民の減少による年貢収入の悪化という二つの原因があった。８代将軍吉宗は前代の執政新井白石の政策を踏襲し、長崎貿易の黒字化のために「贅沢の禁止」による支出の削減をはかるとともに、輸入品の国産化という殖産興業政策をとった。それと同時に商人資本の導入による新田開発を行うことで石高の増加をはかり、これを基礎に年貢の収納方法を改変して、収入の安定化をはかった。すなわち定免法という毎年の作柄によらない年貢の定量収納という新しい方法を導入したのであった。本時は幕府財政の悪化の原因をつかみ、その対策である吉宗の政策を評価することを通じて、財政悪化の原因を深くつかませたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

復習

まとめ
幕府や大名の生活難の原因を復習問題を通じてつかむ

教科書を読んで吉宗の政策のどれが財政難の対策なのか各自の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

各自の考えをノートに書く

まとめ問題で享保の改革について整理する。
長崎貿易を通じた贅沢品（絹・砂糖など）の輸入による赤字もあったことを補足する。

※吉宗が将軍になったとき、かっては数百万両（数千億円）の備蓄金が０になっていたことを補足

教科書ｐ137を提示する

①平均収穫量に対する課税への変更（資料集ｐ102）

②輸入品の国産化のための漢訳洋書輸入であったことを補足

書くだけにとどめる

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

田沼か松平か…③　ごまの油と百姓は絞れば絞るほど出るものなり②

１．本時の目標　①享保の改革を検討することにより、この改革は農民の負担を大きくしただけであることをつかむ。

　　　　　　　　②享保の改革以後、飢饉のたびに一揆・打ちこわしが起き、幕府はこれを厳しく罰したことを知る。

２．本時の指導観　　享保の改革は一時的に年貢の増収を実現したが、それは大規模な新田開発と年貢負担の増加によるものであり、農民の間の貧富の差を広げ、ききんに弱い農村の体質を作り上げてしまった。したがってききんが起きるたびに農村は疲弊し、一揆の激発と都市への人口の流入と打ち壊しの激化とをまねいただけであった。

　　　　　　　　　　本時は、享保の改革の効果を検討することを通じて、以上の事実を確認し、年貢を増やすだけでは問題を悪化させるものであることをつかませたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

前時の復習

当時の農村の状況

まとめ
将軍吉宗は①年貢増収②ぜいたくの制限のために何をしたのかを復習する

観点

※①年貢収入を増やすことは出来るか？

　②武士のぜいたくをやめさせることは出来るか？

　③あたらしい問題を引き起こさないか？
自分の考えをノートにまとめる

班で討論する

各班の意見を発表する

次第に貧しい農民が増えていることを確認する

自分の考えをノートに書く。

各自の意見を発表する

※人口の減少・都市への移動・一揆打ちこわしの激発の状況をつかむ

まとめ問題で改革の結果をつかむ
ノートの復習問題を提示

年貢増収は出来るが農民の負担を大きくしたものであることをおさえる

資料集ｐ106「農村における貧富の差の拡大」を提示

　

資料集ｐ106「百姓一揆・打ちこわしの発生件数と人口」を提示

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


   社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

田沼か松平か…④　「民をむさぼる武士」

１．本時の目標　①18世紀後半になると「武士はいらない」という考えが生み出されたことを知り、その背景として享保の改革以後の厳しい年貢取りたてがあったことをつかむ。

　　　　　　　　②「武士はいらない」という考え方が、「武士のいない時代」の研究をうながし、国学という尊王思想を生み出したことを知る。

２．本時の指導観　　享保の改革による年貢収奪の強化は農村の貧富の差を広げ、農村のききんに対する抵抗力を奪ってしまった。そのため1732年の享保のききん以後人口は横ばいになり、農村と町の貧しい人々を増加させ、一揆や打ちこわしを激発させたのである。この事実は知識人の間に、「幕府批判」の風潮を生み出し、その先端的意見として「武士はいらない」という思想を生み出した。東北の医師安藤昌益が有名であるが、国学の始祖である本居宣長も同様な考えを持っていた。そして彼の「皇室中心」の考え方は、後の討幕運動の思想的根拠となったのである。

　　　　　　　　　　本時は安藤昌益の言説の背景を推理することを通じて国学などの幕府批判の根拠をつかませていきたい。

　３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

18世紀の社会の様子

幕政批判の背景を考える

国学の発生

まとめ
年貢の厳しさが人々の生活苦を生み出していることをつかむ

資料を読み、「武士がなくなれば」人々は幸福になるという意見であることをつかむ

各自の意見をノートに書く

班で討論する

各班の意見を発表する

教科書を読み、国学の研究対象の時代が「武士のいない時代」であることをつかむ

ノートのまとめ問題にとりくむ
ノート復習問題を提示

資料「幕府政治批判」を提示

享保の改革以後の状況が背景にあることをつかませる

教科書ｐ142・143「国学のおこり」を提示

※「万葉集」「古事記」はどの時代のものかに注意させる

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

田沼か松平か、それが問題だ⑤　

１．本時の目標　①田沼の改革と松平の改革の内容をつかみ、その違いと特色をつかむ。

　　　　　　　　②それぞれの改革に対する自分の評価をし、自分ならどうするかを考える。

２．本時の指導観　　1767年から10年間老中首座の地位にいた田沼意次は、幕府財政の悪化に対して、重商主義的ともいえる政策を実行した。すなわち商人たちの株仲間を公認するとともに献金をすすめ、彼らの財力を利用して新田開発を行ったり、蝦夷地の開拓をすすめようとした。そして外国の技術を積極的に取り入れると共に、鎖国の定めを緩めて、積極的に貿易を拡大しようとした。これにたいして当時若年寄であった松平定信は、田沼の政治は封建社会を崩しかねないとしてしりぞけ、農村から都市出てきた農民を村に帰し、出稼ぎを禁じ、飢饉に備えることを進めることで農村を建て直そうとした。田沼意次の改革は幕府内の反対にあってほとんど進まず、松平定信の改革は都市住民の反発にあい頓挫した。

　　　　　　　　　　この時間は両者の政策の性格を分析し比較することにより、当時の幕府がかかえていた問題をつかませたい。

　３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

幕府の年貢収入の推移

自分の考え


ノートの問題にそって分析し享保の改革にも関らず年貢収入は急速に減少していることをつかむ

ノートの問題にそって教科書を読み解き田沼の改革をつかむ

わかったことを発表する

ノートの問題にそって教科書を読み解き松平の改革をつかむ

わかったことを発表する

自分はどちらの案で行くかを考える


資料集ｐ102のグラフを提示

教科書ｐ140を提示

※商業・貿易を発展させ商人から税をとることを狙っていたことに注目させる

教科書ｐ141を提示

※農村の建て直しと御家人の借金帳消しが中心であることに注目させる。



４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一
夢の浮世⑥　天は人の下に人をつくらず
１．本時の目標　①江戸時代の身分制度の中でも服装などの規制は武士のみで、庶民には基本的に規制はなかったことを知る。
　　　　　　　　②幕藩体制の強化の過程で、幕府・大名は、牛や馬の死体を処理していた「かわた」を「えた」という蔑称で呼ぶと共に、服装の規制などを行い、激しい差別のきっかけを作ったことを知る。
２．本時の指導観　　江戸時代を通じて、厳しい身分規制下におかれたのは武士のみで、庶民についてはほとんど規制はなかった。このことは「浮世」という現世を表すことばによく表現されている。しかし幕府・大名は幕藩体制の揺らぎとその強化の過程で、死亡した牛馬の処理をしていた「かわた」を「えた」という蔑称で呼び、「非人」とともに服装やさまざまな生活の規制を加え、差別的あつかいをはじめた。
　　　　　　　　　　本時は、なぜこのような差別的あつかいを始めたのかという問題を、推理し、考えさせたい。
　３．指導過程
学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

江戸時代がどんな時代であったか復習
「かわた」「ひにん」とは

まとめ
ノートの問いに答えていく中で時代の性格をつかむ
ノートに自分の意見を書く
各自の意見を発表する
資料をもとに

①厳しい服装規制や庶民との交わりの禁止の規制を受けていたこと

「かわた」は死亡した牛馬の処理「ひにん」はこじきであることをしる。

自分の考えをノートに書く

班で討論する
各班の意見を発表する
ノートの問題の答えを考えまとめる
資料⑦「かわた」「ひにん」の統制を提示

「えた」とは「穢れ多きもの」という意味の差別語であることをおさえる

生類憐れみの令により「穢れ」感が強化されたこと、神の奴隷であった彼らが神の保護を失ったことを補足する。

４本時の評価
関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

夢の浮世⑦　天は人の上に人をつくらず

１．本時の目標　①江戸時代の鎖国の中でも、日本は二つの「植民地」を持っていたことを確認する

　　　　　　　　②「植民地」の人々は、豊かな「浮世」を謳歌していた日本の中にあっても、厳しい差別と支配の下で、この豊かさも自由も楽しむことはできなかったことに気づく。

２．本時の指導観　　江戸時代を通じて幕府は武士には厳しい統制を課したが、庶民には基本的に自治を認め、内部の生活には干渉しないという方針をとっていた。しかし「植民地」とされた二つの地域では違っていた。蝦夷地では松前藩による貿易の統制と交換比率の改悪がアイヌの人々の生活を圧迫し、たまりかねて蜂起したアイヌを鎮圧したあとは、それぞれの村長による自治すら否定した。琉球は薩摩藩の統治下に置かれて役人の任免権すら奪われ、重い税によって苦しめられた。

　　　　　　　　　　本時は、なぜ二つの地域を征服したのかを考えながら、250年間の太平の中の植民地の問題を考えたい。

　３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

江戸時代がどんな時代であったか復習

まとめ
ノートの問いに答えていく中で時代の性格をつかむ

ノートに自分の意見を書く

各自の意見を発表する

資料に基づき、

①琉球・蝦夷は異国であること

②重い年貢・不利な交易で虐げられ、自治すら認められていないことを知る。

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

ノートの問題の答えを考えまとめる
自治が基本であったことをつかませる（資料集ｐ84を提示）

植民地の存在に気付かせる

資料⑧琉球・蝦夷の支配を配布



４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


　　　　　　　　なぜ年貢収入が減ってきたのだろう？








「庶民」なのに服装などの規制を受けたのはどんな人たちか？








安藤昌益のような考えが出てきた理由はなんだろう？








　　　　　吉宗の改革は財政難を解決するに効果があるのか？　　　　





自治を認められず、厳しい年貢のとりたてなどに苦しんだのはだれだろう？











なぜ幕府（薩摩藩）は、琉球・蝦夷地を征服したのか？。





　　　ききんが続いたら貧しい農民はどうなるだろうか？





　　　　武士・大名の生活が苦しくなった原因は何だろう？





なぜこの人々に対する差別がはじまったのか？。





　　　　　将軍吉宗はどんな対策をとったのか？











田沼意次はどうやって幕府財政を立て直そうとしたか？。











松平定信はどうやって幕府財政を立て直そうとしたか？





　　　　　　　吉宗の政策は効果があるか？








